
  発行 2017 年 10 月 
神原インターン 20 期生 

ｃ 

僕らのインターン 

今回僕は教育分野に AI を導入することを提案しました。定期テストの結果や入学テストの傾向を AI に分析・ 

データ化させ、そのデータをもとに生徒それぞれにあった問題や受験対策問題を作成させます。 

【期待できる効果】 

① データを使った合理的な指導

② 貧困家庭の生徒への学習機会の提供 

③ 先生が生徒たちとかかわる機会の増加 

 

あなたの「公務員」イメージはどんなものですか？私は、「安定志向」「事なかれ主義」です。実際市の公共施設再編

方針、市民の政治的無関心さ、公務員の志望理由などをみていくと、私のイメージが行政組織の中に少なからず存在…

そこで！まずは公務員の採用方式に変革を！！ 

《現状の採用方式》筆記試験・面接・集団討議…←これだけでは見抜けない能力も！ 

 

【提 案】 
① ※インバスケット試験の導入…

②現役職員を混ぜての討論…  

③覆面面接官の投入…  

④学生をグループに分け無理難題を与える…  

⑤いきなり「5分間話してください」と問う…
※架空の人物になりきり、制限時間内により多くの案件を高い精度で正しく処理することを目標とする試験 
 

大学生からの政策提案 

教育分野に AI を導入 
～未来型学習システム～ 

採用方式改革 
～talented 公務員～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域通貨とは地域だけで流通しているコミュニティマネーのことです。地域通貨は多くの メリットを 
持っています。そのメリットを豊中市で活用できれば、地域活性化につながるのではないかと考え、 
地域通貨を政策提案しました。 

【メリット】 

① ボランティア活動者が増える。 

②地域経済が活性化する。 

➂ひきこもり対策として使える。 

➃子どもの貧困対策としても使える。 
 

私はインターンシップに参加し、豊中市にロシア領事館があることを知りました。また、街宣車が

しばしば通ることからロシア領事館に負のイメージを持たれている近隣住民の方も少なからず 

いらっしゃると感じました。この要因には、地域住民の方との交流がほとんどないことにあると 

考えます。 

【提 案】                              

① 教育分野での領事館との連携（国際理解教育の推進） 
 

② 市民と領事館との交流機会の提供 
 

 

 

ロシア領事館との交流 
～すぐ近くにある国際交流～ 

地域通貨 
～子どもたちがまちを作る～ 


